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89Zrは陽電子放出核であり、画像診断技術であるPETへの応用が期待されている。この放射性核種の生成

ルートは多岐にわたるが、その中でも我々は89Yへの重陽子照射反応による89Zr生成に着目した研究を行っ

た。本発表では、理化学研究所で行った実験により得られた結果に関する報告を行う。 
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1. 緒言 

89Zr は陽電子放出核でありその半減期の長さや化学的性質などから、免疫 PET と呼ばれる新たな PET 技術

に用いられる放射性核種の有力な候補として世界的にも大きな注目を集めている。89Zr の生成ルートは多岐

に渡るが、関連する先行研究の少なさやデータ不足から最良の生成手法の決定を行うのは未だに困難な状況

にあり、更なる実験や研究が求められている。我々はその数ある生成ルートの中でも、副生成物による影響

を考慮して単核種元素である 89Y箔を標的とした重陽子照射による 89Zr生成に着目して実験・研究を行った。 

 

2. 実験 

 本実験は理化学研究所 AVF サイクロトロンを用いて行った。89Y 箔と natTi 箔から構成した積層箔に 23.6 

MeV の重陽子を 1時間照射し、放射化させた。その後、各箔に対して HPGe 検出器を用いたガンマ線スペク

トロメトリーを行い、生成核種の断面積を測定した。 

 

3. 結果・考察 

 我々の実験により得られた 89Y(d,2n)89Zr 反応の励起関数と先行研究及び TENDL2017 との比較を図 1 に示

す。本実験で得られた励起関数は、直近の 3 つの先行研究と同様の振る舞いを見せた。また本研究を含めた

ほとんどの実験データが、10～20 MeV の領域で TENDL2017 よりも小さい断面積の値をとることがわかった。 
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図 1 本研究で得られた 89Y(d,2n)89Zr 反応の励起関数と 

先行研究[1-7] 及び TENDL2017[8]との比較 
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